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γPAS耐性菌を 5γで制菌 したと報告 している





















































化 学 構 造 式
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媒 傾 体 卜驚 二PLbAS
1
MIC:MimimallnhibitoryConcentration
PAS:検体の MICノ対照 PAS-Naの MIC
PG:PropylenglycoI
PD:Pyridin






実 験 成 績
検体の化学名, 構造式, 発育阻止最低濃度
(MIC)及び対 PAS比を表 1に示 した｡対 PAS
比とは, 同時に行った PAS-Naの MIC で,
検体の MIC を除 した値で, この値が大 きい程
制菌力は PAS-Naより劣 り, 1のときはPAS-
Naと同等, 1以下のときは PAS-Naより強い








には PAS-Na と同程度の制菌力を示す ものが
みられるが, 炭素数との関係は不明である｡
No.6-7の Cyclohexyl置換体では制菌力は低
下 した｡N0.8の Benzyl置換体及び Alkylbenzyl
置換体の制菌力も,母体の PAS-H よりもす ぐ
れたものではなかった｡No.ll-18は大体 Hyd-
roxy-benzyl置換体で凡て母体より制菌力がよ





No.23-27 の種々の置換体の中では No.26 の














(PAS-H)の INH 及 び PAS
耐性菌に対する発育阻止最低濃度 (γ/cc)






































Alkylesterでは低下 し, Arylesterでは著 し
く増強する現象がみられたが,FAS-H では,
この様な傾向を認め得なかったわけである｡












剤の PAS及び これら誘導体の母体である p-
Aminosalicyloyl-hydrazonよりも強い制菌作用
を示 したものは認められなかった｡又,p-Ami
nosalicyloyl-hydrazonは,PAS とは交叉耐性
を示すが,INHとは交叉耐性を全く認めなかっ
た ｡
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